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【内容要旨】（1,200字以内） 

【背景】腎機能は年齢と共に低下していくことが知られている。しかし、腎機能の変化と年齢と

の関連性は明らかにされていない。本研究では、全国で幅広く施行されている特定健康診査受診

者の大規模横断データから健常者を選出し、推定糸球体濾過量（estimated glomerular 

filtration rate, eGFR）の年齢別分布を調査した。 

【方法】2008年 4月から 2015年 3月までに 8府県（山形、福島、茨城、大阪、新潟、福岡、宮

崎、沖縄）で特定健康診査を受診した 39 歳から 74 歳の受診者 394,180 例を対象とした。また、

特定健康診査の問診票、身体測定ならび血液生化学検査より腎機能低下の危険因子を決定し、高

血圧、糖尿病、脂質異常症がなく、心血管疾患、脳卒中、腎不全または透析治療の既往歴がない

者、さらに現在の喫煙習慣や肥満（BMI≥30 kg/m2）がなく、試験紙法による尿蛋白が（1+）未満

である者を健常者として定義した。本研究では、この健常者群における年齢別 eGFR の平均分布

を評価した。 

【結果】特定健康診査受診者 394,180 名のうち、75,217 名が健常者群に分類された。健常者群

の eGFRの平均分布の差は各年齢間でほぼ一定であり、40歳、50歳、60歳、70歳における eGFR

の平均値は、それぞれ 88.0、82.3、77.8、72.9 mL/min/1.73 m2であった。性別で調整した線形

回帰分析では、健常者群の 1 歳毎の平均 eGFR の回帰係数は、-0.46 mL/min/1.73 m2 だった

（P<0.001）。また、男女間で平均 eGFR を各年齢別に比較すると、いずれの年齢でも健常女性は

健常男性より高かった。1歳毎の eGFRの回帰係数は、健常男性-0.44 mL/min/1.73 m2、健常女性

-0.47 mL/min/1.73 m2であり、加齢に伴う腎機能低下は男女共に一定であった。 

【考察】本研究は日本人の特定健康診査のデータを用いて、日本人健常者における年齢別 eGFR

の平均分布を評価し、日本人の腎機能が年齢と共に一律に低下することを示した。先行研究との

比較では、同年齢層における日本人集団の腎機能は他民族よりも低い傾向があり、一般的に他民

族よりも総糸球体数が少ないとされる日本人の特徴を反映していると考えられる。また、本研究

の結果からは加齢に伴う腎機能低下が男性よりも女性で大きいことも予測されるが、日本人健

常者の腎機能は 70歳代半ばに至るまで男女共に維持されること（eGFR>70 mL/min/1.73 m2）も

明らかとなった。 

【結語】本研究は日本人の腎機能は年齢と共に緩やかに低下するが、男女共に 70 歳代半ばに至

るまで eGFRが 70 mL/min/1.73 m2以上に維持されることを示している。この結果は、高齢者に

おける腎機能障害が年齢のみに起因しないことを示唆しており、腎機能低下を呈する対象者の

健康指導を積極的に推奨する根拠となる。 

 






